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　谷津・里山は、山林をはじめ水田、河川など 
で構成され、昔から人々の暮らしと密接につなが 
っています。薪

まき

や炭にするための木の伐採や、
肥料用の落ち葉の採取などで、人に利用され維
持・管理されてきました。しかし、暮らしの変 
化や都市化などにより本市の谷津・里山は減少
しつつあります。人が立ち入らなくなった里山
では、枯れた木や竹が無造作に倒れ、荒廃して 
しまっています。これにより、里山を生息場所
とするオオタカやキンランなどの動植物が減少
し、反対に農作物などに被害をもたらすイノシ 
シなどの有害鳥獣のすみか 
となってきています。また、 
ゴミの不法投棄も問題にな 
っています。
　これらを解消するため、
本市では23年度に県内で初 
めて谷津･里山保全計画を 
策定しました｡

谷津・里山の保全
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9
萱田町・萱田・大和田（成田街道北側から東葉
高速線南側）、村上（成田街道北側で新川西側）、
大和田新田（300・400・500・700番台の成田街道
北側から東葉高速線南側）、ゆりのき台１・２丁目

2
第１木

16
第３木

月
・
水
・
金 

火 土10
高津（県道幕張八千代線より西側）、高津東、
大和田新田（100・200番台の成田街道南側かつ、
県道幕張八千代線より西側）

9
第２木

23
第４木

11 高津団地、
大和田新田（1〜99番地の成田街道南側）

16
第３木

2
第１木

12 大和田新田（900・1000・1100番台の成田街道北側
から東葉高速線南側）、緑が丘２〜４丁目

23
第４木

9
第２木

13 勝田台 3
第１金

17
第３金

火
・
木
・
土

水 月 

14
勝田台南、勝田、ゆりのき台３〜８丁目、麦丸、
萱田町（500番台を除く東葉高速線北側）、
萱田（東葉高速線北側）

10
第２金

24
第４金

15 大和田新田（東葉高速線北側）、吉橋、尾崎、
緑が丘１・５丁目、萱田町（500番台の東葉高速線北側）

17
第３金

3
第1金

16 大学町、真木野、小池、佐山、平戸、神久保、
島田台、島田、桑橋、桑納

24
第４金

10
第２金
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　市では、購入費用の一部を助成する補助金を交付しています。購入したい機器・
容器が決まったら、購入前にクリーン推進課で申請してください（購入後の申請

はできませんので、ご注意ください）。
　生ごみたい肥化容器・電気式生ごみ処理機を使い、生ごみを削減することで、
可燃ごみの減量が図られ、ごみ焼却の二酸化炭素削減・焼却炉の延命につながり
ます。詳しくは、クリーン推進課へお問い合わせください。

生ごみたい肥化容器・電気式生ごみ処理機の使用を

朝８時30分までに集積場所へ。不燃ごみは休日と重なった場合も収集
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日
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１
大和田（成田街道南側）、萱田町（成田街道南側）、
村上（3200・3300・3500番台の成田街道南側）、
大和田新田（県道幕張八千代線より東側）、
高津（県道幕張八千代線より東側）

7
第１火

21
第３火

月
・
水
・
金 

木 土2 八千代台北 14
第２火

28
第４火

3 八千代台西、
八千代台南

21
第３火

7
第１火

4 八千代台東 28
第４火

14
第２火

5 上高野 1
第１水

15
第３水

火
・
木
・
土

金 月 

6 村上団地 8
第２水

22
第４水

7 村上（新川の東側）、下市場、
村上南、勝田台北

15
第３水

1
第１水

8 神野、下高野、堀ノ内、
保品、米本団地、米本

22
第４水

8
第２水
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魅力がいっぱい
　八千代の里山

　市の北側半分は、下総台地の緑豊かな自然があり、
この自然を構成しているのが里山です。市内の ｢島田
谷津｣ と「ほたるの里」が「生物多様性保全上重要な
里地里山」として環境省から選定されるなど、八千代
の里山には大きな魅力があります。この里山を守るた
め、楽しく汗を流してみませんか。
　この特集の問い合わせは、環境政策室 483-1151 

（代表）へ 

谷津・里山保全計画の　　　　　　　
取り組み内容（一部抜粋）
・生物モニタリングの実施、希少種の保全、外来生物の
　防除などの生物多様性の保全
・景観、文化の保護　・環境学習の推進
・市民､土地所有者､事業者､学校､行政相互の連携・協働
・里山整備ボランティア人材育成講座（里山楽校）を開催

　里山楽校では、里山整備の知識を深める講座の
ほか、活動に必要なチェーンソーなどの道具の
使い方、伐採した竹を利用した竹垣作りなど、
今まで知らなかった世界を体験できます。
　八千代の里山は、ヘイケボタルなどの希少な
本市在来の生き物が生息しています。生物多様
性の宝庫であること、農村の原風景があること
に加え、市街地からとても近いことが魅力です。
癒しの効果などで注目されている自然や歴史・
文化と触れ合うエコツアーも体験できます。

　４年前に、生ごみの処理を竹パウ
ダー（竹粉）でできることを知り、

「いらない竹をもらえないかな｣ ｢竹
で花器つくりたいな」という気楽な動機で参加しまし
た。里山楽校での講義や実習を通して、自然を残しつ
つ人の手を入れて環境を守っていく里山活動が大変面
白くなりました。自然の中での森の整備や植物・動物
の観察、そして同じものに興味を持って活動する人た
ちとの出会い、整
備する地元の人た
ちとの交流など、
活動を通して得た
経験は、私の生活
を豊かにしてくれ
たと思っています。

また、地球温暖化の防止にも貢献しています。
　今年の里山楽校は秋から冬頃にかけて全７回
実施します。市内に残る貴重な自然、谷津･里山
に興味がある人、植物や昆虫など生き物を知り
たい人､荒れた里山をきれいにしたい人など､ど
なたでも参加できます。詳しくは環境政策室へ。

里山楽
がっこう

校に参加しませんか

里山活動インタビュー

里山・竹の会
高杉　晃子さん

里山フォース会
秋谷　光男さん

里山むつみ隊
山崎　典昭さん

　吉橋の主に竹林で昨年４月から活
動。約１年かけて整備が進んでいま
す。きれいに整備された里山を見る
と心が癒されます。４月にはタケノコ、６月は自生し
ているミョウガの収穫など、自然の恵みを満喫してい
ます。県内ではイノシシによる農作物の被害が報告さ
れています。イノシシは荒廃した里山や休耕地などを
すみかとして繁殖し、活動すると聞いています。里山 
の整備が市内の
農業被害を防ぎ、
地域の皆さんの
生活を守ってい
くことになるの
ではないかと感
じています｡

　まずは社会貢献をしているという
誇りです。森には、水を浄化、洪水
を防ぐ、生物多様性の保全、人の心
を癒す効果などがあります。第２の人生は少しでも社
会の役に立ちたいということでは格好の活動の場です。
また、みんなで体を動かせば、その分森がきれいにな
り、なかなか味わうことのできない達成感があります。
森の中で体を動かし、汗をかくことは非常に気持ちが
よく、健康的で
す。森の作業は
いろいろありま
すが、自分の体
力に応じて活動
することができ
ます。

　里山楽校を卒業した人たちが中心となり、現在３団体が発足。市内の里山整備に励
んでいます。活動のやりがいについてインタビューしました。
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